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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフ用品のうちの一品を選択するための方法であって、
　（ｉ）打ち上げモニタを使用して、（ａ）第１のゴルフボールと第１のゴルフクラブと
の間の衝撃であって、第１のゴルフクラブから該衝撃を受けた第１のゴルフボールの弾道
が第１の軌道となる、第１のゴルフボールと第１のゴルフクラブとの間の衝撃と、（ｂ）
第２のゴルフボールと第２のゴルフクラブとの間の衝撃であって、第２のゴルフクラブか
ら該衝撃を受けた第２のゴルフボールの弾道が第２の軌道となる、第２のゴルフボールと
第２のゴルフクラブとの間の衝撃と、を監視する工程と、
　（ｉｉ）前記第１の軌道および前記第２の軌道の１つまたは複数の規模パラメータおよ
び１つまたは複数のオフラインパラメータを測定する工程と、
　（ｉｉｉ）前記第１の軌道および前記第２の軌道の各々について、（ａ）前記１つまた
は複数の規模パラメータに基づいて軌道規模比率を確定し、かつ（ｂ）前記１つまたは複
数のオフラインパラメータに基づいて軌道オフライン比率を確定する工程と、
　（ｉｖ）前記打ち上げモニタと通信する処理システムを使って、前記軌道規模比率と前
記軌道オフライン比率との差に基づいて、前記第１の軌道および前記第２の軌道の各々に
ついての打撃能力評価を決定する工程と、
　（ｖ）（ａ）前記第２の軌道についての前記打撃能力評価が前記第１の軌道についての
前記打撃能力評価よりも低い場合に前記第１のゴルフボールおよび前記第１のゴルフクラ
ブからなる群からゴルフ用品のうちの一品を、或いは（ｂ）前記第２の軌道についての前
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記打撃能力評価が前記第１の軌道についての前記打撃能力評価以上である場合に前記第２
のゴルフボールおよび前記第２のゴルフクラブからなる群からゴルフ用品のうちの一品を
、選択する工程と、
　を含む、方法において、
　前記軌道規模比率は、前記ゴルフボール速度に対する前記ゴルフクラブヘッド速度の比
率を含む、方法。
【請求項２】
　ゴルフ用品のうちの一品を選択するための方法であって、
　（ｉ）打ち上げモニタを使用して、（ａ）第１のゴルフボールと第１のゴルフクラブと
の間の衝撃であって、第１のゴルフクラブから該衝撃を受けた第１のゴルフボールの弾道
が第１の軌道となる、第１のゴルフボールと第１のゴルフクラブとの間の衝撃と、（ｂ）
第２のゴルフボールと第２のゴルフクラブとの間の衝撃であって、第２のゴルフクラブか
ら該衝撃を受けた第２のゴルフボールの弾道が第２の軌道となる、第２のゴルフボールと
第２のゴルフクラブとの間の衝撃と、を監視する工程と、
　（ｉｉ）前記第１の軌道および前記第２の軌道の１つまたは複数の規模パラメータおよ
び１つまたは複数のオフラインパラメータを測定する工程と、
　（ｉｉｉ）前記第１の軌道および前記第２の軌道の各々について、（ａ）前記１つまた
は複数の規模パラメータに基づいて軌道規模比率を確定し、かつ（ｂ）前記１つまたは複
数のオフラインパラメータに基づいて軌道オフライン比率を確定する工程と、
　（ｉｖ）前記打ち上げモニタと通信する処理システムを使って、前記軌道規模比率と前
記軌道オフライン比率との差に基づいて、前記第１の軌道および前記第２の軌道の各々に
ついての打撃能力評価を決定する工程と、
　（ｖ）（ａ）前記第２の軌道についての前記打撃能力評価が前記第１の軌道についての
前記打撃能力評価よりも低い場合に前記第１のゴルフボールおよび前記第１のゴルフクラ
ブからなる群からゴルフ用品のうちの一品を、或いは（ｂ）前記第２の軌道についての前
記打撃能力評価が前記第１の軌道についての前記打撃能力評価以上である場合に前記第２
のゴルフボールおよび前記第２のゴルフクラブからなる群からゴルフ用品のうちの一品を
、選択する工程と、
　を含む、方法において、
　前記１つまたは複数のオフラインパラメータは、サイドスピン角度およびオフライン角
度を含む群から選択されるものであり、
　前記軌道オフライン比率は、（ａ）サイドスピン倍率によって修正された前記サイドス
ピン角度と、（ｂ）前記オフライン角度の三角関数と、の和を含む、方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数の規模パラメータは、ゴルフクラブヘッド速度およびゴルフボール
速度を含む群から選択される、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記軌道規模比率は、基準軌道規模に対して正規化される、請求項１又は請求項２に記
載の方法。
【請求項５】
　前記軌道規模比率は、軌道規模倍率によって修正された比率をさらに含む、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記軌道オフライン比率は、軌道オフライン倍率によって修正された和の絶対値をさら
に含む、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記測定する工程は、前記規模パラメータのうちの少なくとも１つおよび前記オフライ
ンパラメータのうちの少なくとも１つを測定するために、打ち上げモニタを使用する工程
をさらに含む、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【請求項８】
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　前記第１のゴルフクラブと前記第２のゴルフクラブが同じであり、前記選択する工程は
、前記第１のゴルフボールまたは前記第２のゴルフボールのいずれかを選択することをさ
らに含む、請求項１又は請求項２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフボール打撃能力を特性評価するための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゴルファーは、ゴルフ能力の評価基準としてハンディキャップ数を使用する。ハンディ
キャップ数は、通常、各ホールと関連付けられた既定の基準打数値に関して、ゴルファー
の１ラウンドの実績に基づいて決定される。ハンディキャップ数を計算する際、例えば、
特定のティースポットからホールへゴルフボールを動かすためにゴルファーが行わなけれ
ばならないストロークの数が、ゴルフコースの各ホールについて最初に記録される。次い
で、この数値から、ホールの既定の基準打数値が差し引かれる。ホールへゴルフボールを
移動するためにゴルファーがそのホールに対する基準打数より多くストロークを行わなけ
ればならない場合は、結果として得られる数は正となり、ゴルファーが基準打数より少な
いストロークで済む場合は、結果として得られる数は負となる。次いで、ホールの範囲に
対して結果として得られる数値に基づいて、ハンディキャップ数が計算される。
【０００３】
　しかし、ハンディキャップ数などのゴルフ能力の評価基準は、ある問題を提示する。第
１の問題は、ハンディキャップ数が特定の環境条件下で特定のゴルフコースの特定のホー
ルに対する特定の実績に基づいて計算されることである。気象条件や、様々なゴルフコー
スの特定のホール間のわずかな違いが、ハンディキャップ数の比較を本質的に難しくする
ことがある。例えば、ハンディキャップ数が、特定のゴルフコースの一般的な難易度に関
連する要因を考慮に入れることによってそのような違いを補償しようとする一方で、その
ようなハンディキャップ数は、依然として、ホール別の難易度の違いを反映させることが
できない。
【０００４】
　それに加えて、ハンディキャップ数は、ボールをホールに移動するのに必要な実際のス
トローク数と、そのホールと関連付けられた基準打数との違いに基づくため、ハンディキ
ャップ数は、比較的荒削りなものであり得る。すなわち、２人のゴルファー間のハンディ
キャップ数の違いは、特に高い能力レベルでは、比較的小さいものであり得る。
【０００５】
　その上、ハンディキャップ数は、個々のゴルファーによって収集されて分析されたデー
タに由来し得るため、そのような数値は、必要なデータの収集および正確な記録をつける
ことの個々のゴルファーの勤勉さ、ならびに、データに基づく適正なハンディキャップ数
の導出におけるゴルファーの技能などの要因に関連し得る。
【０００６】
　その上、ハンディキャップ数は、単に、特定のゴルファーの試合の改善に適切なゴルフ
用品を選択する際に一般的に役立ち得る。例えば、特定のタイプのゴルフクラブまたはゴ
ルフボールなどのゴルフ用品のうちの特定の一品が、ハンディキャップによって測定され
るような特定の能力レベルのゴルファーの試合を改善し得ることが一般的に知られている
場合がある、すなわち、特定のタイプのゴルフボールが、あるハンディキャップ範囲のゴ
ルファーのゴルフ試合を改善し得ることが一般的に知られている場合がある。しかし、ハ
ンディキャップ数は、ゴルフ用品のうちの特定の一品が特定のゴルファーのゴルフ能力を
向上できるかどうか、または、どのように向上できるかを決定する際には役立たない場合
がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　従って、ゴルフボール打撃能力の代替の特性評価、ならびに、代替の特性評価を決定す
るための方法、代替の特性評価に基づいてゴルフ用品を選択するための方法およびそのよ
うな方法を実行するためのシステムに対する必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様では、ゴルフ用品のうちの一品を選択するための方法は、打つ工程と、測定する
工程と、確立する工程と、決定する工程と、選択する工程とを含む。一工程では、本方法
は、（ａ）第１のゴルフボールに第１の軌道が伝わるように、第１のゴルフクラブで第１
のゴルフボール、および、（ｂ）第２のゴルフボールに第２の軌道が伝わるように、第２
のゴルフクラブで第２のゴルフボールを打つ工程を含む。別の工程では、本方法は、第１
の軌道および第２の軌道の１つまたは複数の規模パラメータおよび１つまたは複数のオフ
ラインパラメータを測定する方法を含む。別の工程では、本方法は、第１の軌道および第
２の軌道の各々に対して、（ａ）１つまたは複数の規模パラメータに基づいて、軌道規模
比率（ｔｒａｊｅｃｔｏｒｙ　ｍａｇｎｉｔｕｄｅ　ｆａｃｔｏｒ）、および、（ｂ）１
つまたは複数のオフラインパラメータに基づいて、軌道オフライン比率（ｔｒａｊｅｃｔ
ｏｒｙ　ｏｆｆｌｉｎｅ　ｆａｃｔｏｒ）を確立する工程を含む。別の工程では、本方法
は、第１の軌道および第２の軌道の各々に対して、軌道規模比率と軌道オフライン比率と
の差に基づいて、打撃能力評価を決定する工程を含む。別の工程では、本方法は、（ａ）
第２の軌道に対する打撃能力評価が第１の軌道に対する打撃能力評価より低い場合、第１
のゴルフボールおよび第１のゴルフクラブからなる群からゴルフ用品のうちの一品、なら
びに、（ｂ）第２の軌道に対する打撃能力評価が第１の軌道に対する打撃能力評価以上で
ある場合、第２のゴルフボールおよび第２のゴルフクラブからなる群からゴルフ用品のう
ちの一品を選択する工程を含む。
【０００９】
　別の態様では、ゴルフボール打撃能力を特性評価するための方法は、実行する工程と、
測定する工程と、決定する工程と、計算する工程と、低減する工程とを含む。一工程では
、本方法は、複数のゴルフ打撃を実行する工程であって、ゴルフ打撃の各々では、ゴルフ
クラブヘッドがゴルフボールに当たることでゴルフボールに軌道が伝わる、工程を含む。
別の工程では、本方法は、複数のゴルフ打撃の各々について、（ａ）ゴルフクラブヘッド
の速度、（ｂ）ゴルフボールの速度、（ｃ）ゴルフボールのサイドスピン角度、および、
（ｄ）ゴルフボールの軌道のオフライン角度を決定するため、複数のゴルフ打撃の各々を
測定する工程を含む。別の工程では、本方法は、複数のゴルフ打撃の測定値から、（ａ）
複合ゴルフクラブヘッド速度、（ｂ）複合ゴルフボール速度、（ｃ）複合サイドスピン角
度、および、（ｄ）複合オフライン角度を決定する工程を含む。別の工程では、本方法は
、（ａ）ゴルフボール速度に対するゴルフクラブヘッド速度の比率から、軌道規模比率、
ならびに、（ｂ）サイドスピン角度とオフライン角度との和から、軌道オフライン比率を
計算する工程を含む。別の工程では、本方法は、ゴルフボール打撃能力評価を決定するた
め、軌道オフライン比率の絶対値に基づいて、軌道規模比率を低減する工程を含む。
【００１０】
　別の態様では、ゴルフボール打撃能力を特性評価するための方法は、実行する工程と、
測定する工程と、計算する工程と、低減する工程とを含む。一工程では、本方法は、複数
のゴルフ打撃を実行する工程であって、複数のゴルフクラブヘッドの各々がゴルフボール
に当たることでゴルフボールに軌道が伝わる、工程を含む。別の工程では、本方法は、複
数のゴルフ打撃の各々について、（ａ）ゴルフクラブヘッドの速度、（ｂ）ゴルフボール
の速度、（ｃ）ゴルフボールのサイドスピン角度、および、（ｄ）ゴルフボールの軌道の
オフライン角度を複数のゴルフ打撃の各々について測定する工程を含む。別の工程では、
本方法は、複数のゴルフ打撃の各々について、（ａ）ゴルフボール速度に対するゴルフク
ラブヘッド速度の比率から、軌道規模比率、ならびに、（ｂ）ゴルフボールのサイドスピ
ン角度とゴルフボールの軌道のオフライン角度との和から、軌道オフライン比率を計算す
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る工程を含む。別の工程では、本方法は、複数のゴルフ打撃の各々について、ゴルフボー
ル打撃能力評価を決定するため、軌道オフライン比率の絶対値に基づいて、軌道規模比率
を低減する工程を含む。
【００１１】
　別の態様では、ゴルフボール装着システムにおいて使用するためのゴルフボール打撃能
力特性評価は、少なくとも軌道オフセット比率によって減少させた軌道規模比率を含む。
軌道規模比率は、ゴルフボール速度に対するゴルフクラブヘッド速度の比率を含む。軌道
オフライン比率は、（ａ）サイドスピン倍率によって修正されたゴルフボールのサイドス
ピン角度と、（ｂ）ゴルフボールの軌道のオフライン角度の三角関数との和を含む。ゴル
フクラブヘッド速度、ゴルフボール速度、ゴルフボールのサイドスピン角度およびゴルフ
ボールの軌道のオフライン角度は、ゴルフクラブがゴルフボールに当たる複数のゴルフ打
撃の際に取られた測定値から決定される。
【００１２】
　別の態様では、コンピュータ用のゴルフボール打撃能力を評価するためのシステムは、
自動測定デバイスと、データベースと、決定デバイスと、計算デバイスと、低減デバイス
と、出力デバイスとを備える。自動測定デバイスは、（ａ）ゴルフクラブヘッド速度、（
ｂ）ゴルフボール速度、（ｃ）サイドスピン角度、および、（ｄ）オフライン角度に関連
する測定値を得る。データベースは、複数のゴルフ打撃パラメータ値を格納する。決定デ
バイスは、測定値から、（ａ）ゴルフクラブヘッド速度、（ｂ）ゴルフボール速度、（ｃ
）サイドスピン角度、および、（ｄ）オフライン角度を決定する。計算デバイスは、（ａ
）ゴルフボール速度に対するゴルフクラブヘッド速度の比率から、軌道規模比率、ならび
に、（ｂ）サイドスピン角度とオフライン角度との和から、軌道オフライン比率を計算す
る。低減デバイスは、軌道オフライン比率の絶対値に基づいて、軌道規模比率を低減する
。出力デバイスは、低減させた軌道規模比率を出力する。
【００１３】
　本発明の他のシステム、方法、特徴および利点については、当業者であれば、以下の図
面および詳細な説明を調べると、明らかであろう、または、明らかになるであろう。その
ようなすべての追加のシステム、方法、特徴および利点は、この説明およびこの概要に含
まれ、本発明の範囲内であり、以下の特許請求の範囲によって保護されることが意図され
る。
【００１４】
　本発明は、以下の図面および説明を参照することで、より良く理解することができる。
図中のコンポーネントは、必ずしも原寸に比例するとは限らない。代わりに、本発明の原
理の図解に重点を置く。その上、図中では、同様の参照番号は、異なる図面全体を通じて
、対応する部分を指定する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ゴルフコース上で、第１のゴルフクラブを使用して、第１のゴルフボール目掛け
て第１のゴルフスイングをしようとしている第１のゴルファーを描写する。
【図２】第１のゴルフスイングを終了し、第１のゴルフボールに第１の軌道を伝えている
第１のゴルファーを描写する。
【図３】第１の軌道を描写するゴルフコースの上方視点である。
【図４】飛翔中の第１のゴルフボールを描写する後方視点である。
【図５】ゴルフコース上で、第２のゴルフクラブを使用して、第２のゴルフボール目掛け
て第２のゴルフスイングをしようとしている第２のゴルファーを描写する。
【図６】第２のゴルフスイングを終了し、第２のゴルフボールに第２の軌道を伝えている
第２のゴルファーを描写する。
【図７】第２の軌道を描写するゴルフコースの上方視点である。
【図８】飛翔中の第２のゴルフボールを描写する後方視点である。
【図９】第１の軌道および第２の軌道を描写する上方視点である。
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【図１０】第１の軌道および第２の軌道を描写する部分的な上方視点である。
【図１１】ドライバーショット距離上の代替の第１の軌道および代替の第２の軌道を描写
する上方視点である。
【図１２】第１の閉鎖構造における、別の代替の第１の軌道および別の代替の第２の軌道
を描写する上方視点である。
【図１３】第２の閉鎖構造における、別の代替の第１の軌道および別の代替の第２の軌道
を描写する上方視点である。
【図１４】第２の閉鎖構造における、さらなる代替の軌道を描写する上方視点である。
【図１５】第２の閉鎖構造における、イメージ目掛けてゴルフスイングをしようとしてい
る第１のゴルファーを描写する。
【図１６】第２の閉鎖構造における、代替のイメージ目掛けて別のゴルフスイングをしよ
うとしている第１のゴルファーを描写する。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　ゴルフ用品のうちの一品を選択するための方法が提供される。また、ゴルフボール打撃
能力を特性評価するための方法、ゴルフボール装着システムにおいて使用するためのゴル
フボール打撃能力特性評価、および、コンピュータ用のゴルフボール打撃能力を評価する
ためのシステムも提供される。
【００１７】
　ゴルフボール打撃能力は、様々な異なる場所で、様々な異なる条件下で行われるゴルフ
スイングに対して特性評価することができる。例えば、図１～１０は、ゴルフコース１０
０上でゴルフの試合の間に行われるゴルフスイングを描写する。図１～８は、ゴルフコー
ス１００のフェアウェイ１１０上で第１のゴルファー１０および第２のゴルファー５０に
よって行われるゴルフの試合における様々な瞬間を描写する。図１では、第１のゴルファ
ー１０は、グリーン１２０の近くのフェアウェイ１１０の一部分上で試合をしている。第
１のゴルファー１０は、グリーン１２０上のホールである目標スポット１５０に狙いを定
めて、第１のゴルフボール１４目掛けて第１のゴルフクラブ１２をスイングしようとして
いる。第１のゴルファー１０はグリーン１２０および目標スポット１５０から比較的遠い
ため、第１のゴルフクラブ１２は、ドライバー（すなわち、ウッド）、低番号のアイアン
またはハイブリッドクラブなど、比較的長い距離までゴルフボールをヒットすることが可
能なゴルフクラブである。第２のゴルファー５０は、第１のゴルファー１０を観察してい
る。
【００１８】
　図２では、第１のゴルファー１０は、第１のゴルフクラブ１２で、第１のゴルフボール
１４目掛けてスイングして第１のゴルフボール１４を打ち、第１の軌道２０に沿って目標
スポット１５０に向けて第１のゴルフボール１４を送り出している。第１のゴルフボール
１４は、第１の停止スポット１８に着地し、停止している。図３～４で描写されるように
、第１のゴルフボール１４は、第１のライスポット１６から目標スポット１５０まで、目
標軌道１４０を通っていない。代わりに、第１のゴルフボール１４は、第１の軌道２０を
通り、第１の停止スポット１８に到達している。
【００１９】
　図４は、第１のライスポット１６から第１の停止スポット１８までの飛翔中の第１のゴ
ルフボール１４を描写する。飛翔中、第１のゴルフボール１４は、第１のスピン軸２２の
周りのバックスピンを有する。バックスピンは、第１のゴルフクラブ１２によって第１の
ゴルフボール１４に伝えられた。しかし、第１のスピン軸２２は水平ではない。代わりに
、第１のスピン軸２２は、水平軸に対して第１のサイドスピン角度２３にある。すなわち
、第１のゴルフクラブ１２は、非水平バックスピンを第１のゴルフボール１４に伝えた。
【００２０】
　第１のサイドスピン角度２３がゼロであり、風がなかったなら、ゴルフスイングはプッ
シュであった可能性がある（第１のゴルファー１０は右利きでゴルフをしているため。第
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１のゴルファー１０が左利きでゴルフをしていたなら、ゴルフスイングはプルであった可
能性がある）。しかし、第１のサイドスピン角度２３はゼロではない正の値であるため（
すなわち、やや右側に傾いている）、ゴルフスイングはフェイドである可能性がある（ま
たは、第１のゴルファー１０が左利きでゴルフをしていたなら、ドロー）。第１のサイド
スピン角度２３が十分に大きければ、ゴルフスイングはスライスであった可能性がある（
または、左利きのスイングからの場合、フック）。フェイドもしくはスライス（または、
ドローもしくはフック）と関連付けられたものなどのゼロでないサイドスピン角度は、飛
翔中のゴルフボールの軌道を変更することができる。
【００２１】
　特に、図３で描写されるように、第１の軌道２０は、第１のライスポット１６から目標
スポット１５０まで、直線ではない。代わりに、第１の軌道２０は、第１のゴルフボール
１４が目標スポット１５０に向けて飛球するにつれて湾曲している。より具体的には、第
１の軌道２０は、右側に湾曲している。この湾曲部の一部分は、左から右へ風が吹いた結
果である。しかし、この湾曲部の別の部分は、第１のゴルフクラブ１２で打った際に第１
のゴルフボール１４に伝えられたゼロではない正の第１のサイドスピン角度２３の結果で
ある。
【００２２】
　描写されるように、第１の軌道２０は、目標軌道１４０に対する第１のオフライン角度
２１を有し、第１のオフライン角度２１の大きさは、第１のゴルフボール１４の飛球の間
に変化する。第１の軌道２０の初期部分近くでは、第１のオフライン角度２１は、何らか
のゼロでない値を有する。その後、第１の軌道２０の初期部分と第１の軌道２０の最終部
分との間では、吹いている風に部分的に起因して、そして、ゼロでない第１のサイドスピ
ン角度２３での第１のスピン軸２２周りの第１のゴルフボール１４のスピンに部分的に起
因して、目標軌道１４０に対する第１のオフライン角度２１は増加する。第１のオフライ
ン角度２１は、第１の軌道２０全体を通じて、第１の軌道２０の最終部分において第１の
実際の距離２４と関連付けられた第１の実際の角度２５と同じになるまで、増加する。
【００２３】
　続けて、図５では、第２のゴルファー５０がフェアウェイ１１０の同じ部分上で試合を
している。第２のゴルファー５０は、図１の第１のゴルフボール１４とほぼ同じスポット
に位置する第２のゴルフボール５４目掛けて第２のゴルフクラブ５２をスイングしようと
している。第２のゴルファー５０は、グリーン１２０上の同じ目標スポット１５０に狙い
を定めている。この距離から、第２のゴルファー５０もまた、第２のゴルフクラブ５２を
、ドライバー、低番号のアイアンまたはハイブリッドクラブなど、比較的長い距離を達成
することが可能なゴルフクラブにする選択を行った。今度は、第１のゴルファー１０が第
２のゴルファー５０を観察している。
【００２４】
　図６では、第２のゴルファー５０は、第２のゴルフクラブ５２をスイングして第２のゴ
ルフボール５４を打ち、第２の軌道６０を第２のゴルフボール５４に伝えている。第２の
ゴルフボール５４は、その飛翔中、第２の軌道６０を通り、第２の停止スポット５８で停
止した。図７～８で描写されるように、第２のゴルフボール５４は、第２のライスポット
５６（第１のライスポット１６とほぼ同じ場所に位置する）から目標スポット１５０まで
、目標軌道１４０を通っていない。第２のゴルフボール５４は、代わりに、第２の軌道６
０を通り、第２の停止スポット５８に到達した。
【００２５】
　図８は、第２のライスポット５６から第２の停止スポット５８までの飛翔中の第２のゴ
ルフボール５４を描写する。第２のゴルフボール５４は、第２のスピン軸６２の周りのバ
ックスピンを有し、バックスピンは、第２のゴルフボール５２によって第２のゴルフボー
ル５４に伝えられた。第１のスピン軸２２と同様に、第２のスピン軸６２は水平ではない
が、むしろ、水平軸に対して第２のサイドスピン角度６３にある。第１のサイドスピン角
度２３のように、第２のサイドスピン角度６３はゼロではない。しかし、第２のサイドス
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ピン角度６３は、ゼロでない第１のサイドスピン角度２３とは反対方向の水平軸に対して
ゼロではない。
【００２６】
　第２のサイドスピン角度６３がゼロであり、風がなかったなら、ゴルフスイングはプル
であった可能性がある（第１のゴルファー１０のように、第２のゴルファー５０は右利き
でゴルフをしているため。第２のゴルファー５０が左利きでゴルフをしていたなら、ゴル
フスイングはプッシュであった可能性がある）。しかし、第２のサイドスピン角度６３は
ゼロでない負の値であるため（すなわち、やや左側に傾いている）、ゴルフスイングはド
ローである可能性がある（または、第１のゴルファー１０が左利きでゴルフをしていたな
ら、フェイド）。第２のサイドスピン角度６３が十分に大きければ、ゴルフスイングはフ
ックであった可能性がある（または、左利きのスイングからの場合、スライス）。それに
従って、ゼロでない正のサイドスピン角度は、飛翔中のゴルフボールの軌道を変更して、
ゴルフボールを右側に湾曲させることができる一方で、ゼロでない負のサイドスピン角度
は、飛翔中のゴルフボールの軌道を変更して、ゴルフボールを左側に湾曲させることがで
きる。
【００２７】
　図７に描写されるように、第２の軌道６０は、第２のライスポット５６から目標スポッ
ト１５０まで、直線ではない。代わりに、第２の軌道６０は、第２のゴルフボール５４が
目標スポット１５０に向けて飛球するにつれて湾曲しており、より具体的には、第２の軌
道６０は、右側に湾曲している。しかし、第２のゴルフクラブ６２で打つ際に第２のゴル
フボール６４に伝えられたゼロでない負の第２のサイドスピン角度６３は、第２のゴルフ
ボール６４の軌道を変更して左側に湾曲するように動作しているが、左から右へ吹く風が
第２の軌道６０の変更においてより主要なファクトリーであることが判明している。その
結果、第２の軌道６０は、第１の軌道２０でしたように右側に湾曲している。
【００２８】
　それに従って、目標軌道１４０に対して、第２の軌道６０は、第２のオフライン角度６
１を有し、第２のオフライン角度６１の大きさは、第２のゴルフボール５４の飛球の間に
変化する。第２の軌道６０の初期部分に向けて、第２のオフライン角度６１は、何らかの
ゼロでない値を有する。第２の軌道６０の初期部分と第２の軌道６０の最終部分との間で
は、吹いている風がゼロでない第２のサイドスピン角度６３での第２のスピン軸６２の周
りの第２のゴルフボール５４のスピンを圧倒するため、第２のオフライン角度６１は減少
する。最終的に、第２のオフライン角度６１は、第２の実際の距離６４と関連する第２の
実際の角度６５と等しくなる。
【００２９】
　図９は、第２の軌道６０と重ね合わせた第１の軌道２０を描写し、図１０は、図９で描
写される軌道２０および６０の早期部分を描写する。第１のサイドスピン角度２３は正で
あり、第２のサイドスピン角度６３は負であるが、吹いている風が、第１の軌道２０と第
２の軌道６０の両方を右側に湾曲させた。具体的には、図１０で描写されるように、第１
の軌道２０の早期部分は、目標軌道１４０に対して第１のオフライン角度２１であるが、
第１の実際の距離２４は、軌道１４０に対して第１の実際の角度２５であり、第１のオフ
ライン角度２１は、第１の実際の角度２５より小さい。対照的に、第２の軌道６０の早期
部分は、目標軌道１４０に対して第２のオフライン角度６１であるが、第２の実際の距離
６４は、軌道１４０に対して第２の実際の角度６５であり、第２のオフライン角度６１は
、第２の実際の角度６５より大きい。
【００３０】
　図１～１０は、ゴルフコース１００上で行われたゴルフスイングについて描写している
が、ゴルフスイングは、他の場所で、他の条件下で行うことができる。例えば、図１１は
、図１～１０と実質的に同じゴルフスイングについて描写しているが、屋外のドライバー
ショット距離２００上で行われている。屋外であるため、ドライバーショット距離２００
は、吹いている可能性のある風の影響を受ける。図１１で描写されるように、風は、図１
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～１０で吹いている風と同様に吹いており、その結果、第１の停止スポット１８および第
２の停止スポット５８は、第１のライスポット１６、第２のライスポット５６および目標
スポット１５０に対して、図１～１０で描写されるものと同様の様式で位置する。
【００３１】
　対照的に、ゴルフスイングは、制御された環境においてなど、実質的に風が吹いていな
い条件下で行うことができる。例えば、図１２で描写されるように、図１～１０で描写さ
れるものと実質的に同じゴルフスイングが第１の閉鎖構造３００において行われ、第１の
閉鎖構造３００は、少なくともドライバーショット距離２００または図１～１０で描写さ
れるフェアウェイ１１０の一部分の範囲まで広がっている。第１の閉鎖構造３００は、屋
内のドライバーショット距離でも、倉庫または格納庫などの大きな建物であっても、任意
の実質的な閉鎖された屋内の領域またはそうでなければ風雨を避けることができる領域で
もよい。図１２で描写されるように、第１の軌道２０および第２の軌道６０は、風による
影響を受けない。
【００３２】
　しかし、図１～１１の描写とは対照的に、図１２で描写される第１の軌道２０および第
２の軌道６０の第１のサイドスピン角度２３および第２のサイドスピン角度は、実質的に
ゼロである。その結果、風やゼロでないサイドスピン角度がない場合、第１の軌道２０は
、目標軌道１４０の右側にあり、第１の軌道２０の第１のオフライン角度２１と第１の実
際の距離２４の第１の実際の角度２５は、実質的に同じである。同様に、第２の軌道６０
は、目標軌道１４０の左側にあり、第２の軌道６０の第２のオフライン角度６１と第２の
実際の距離６４の第２の実際の角度６５は実質的に同じである。
【００３３】
　従って、ゴルフボール打撃能力を特性評価するために使用することができるゴルフスイ
ングは、打ったゴルフボールの全軌道を包含できるほど物理的に十分長距離にある場所で
行うことができ、それらの場所は、ゴルフコース１００およびドライバーショット距離２
００などの屋外場所、ならびに、第１の閉鎖構造３００などの屋内場所を含む。あるいは
、ゴルフボール打撃能力を特性評価するために使用することができるゴルフスイングは、
打ったゴルフボールの全軌道を包含できるほど物理的に十分長距離にない場所で行うこと
ができる。
【００３４】
　例えば、図１３で描写されるように、そのようなゴルフスイングは、打ったゴルフボー
ルの軌道の初期部分を包含するような寸法の第２の閉鎖構造４００において行うことがで
きる。より厳重に制御されたデータ収集条件が可能になり、より迅速なデータ生成（した
がって、収集）を容易にするため、ゴルフボール打撃能力の特性評価において使用するに
は、より小さな閉鎖場所の方が有利であり得る。描写されるように、第１の軌道２０は、
マット４０５上に始まり、バリア４２０まで達し、バリア４２０は、ネット、スクリーン
またはその両方として機能する材料であり得る。同様に、第２の軌道６０も、マット４０
５上に始まり、バリア４２０まで達する。打ち上げモニタを含み得る測定デバイス４６０
は、様々なゴルフスイングパラメータと関連付けられたデータを取得する。次いで、ゴル
フスイングパラメータ測定値を処理システム４７０に入力して、ゴルフボール打撃能力評
価を決定するか、またはそうでなければ、ゴルフボール打撃能力を特性評価することがで
きる。
【００３５】
　図１２で描写される軌道２０および６０のように、図１３の第１の軌道２０は、目標軌
道１４０の右側にあり、第２の軌道６０は、目標軌道１４０の左側にある。しかし、軌道
２０および６０の初期式部分は、図１２の軌道２０および６０の初期式部分実質的に同様
であるが、図１～１０で描写されるようなゼロでないサイドスピン角度２３および６３な
ど、第１のゴルフボール１４はゼロでない第１のサイドスピン角度２３を有し得、第２の
ゴルフボール５４も同様にゼロでない第２のサイドスピン角度６３を有し得る。サイドス
ピン角度２３および６３はゼロではなく、軌道２０および６０は、ゼロでないサイドスピ
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ン角度のいずれかが軌道２０および６０に実質的に影響を及ぼし得る前に、バリア４２０
で遮断され得る。すなわち、第２の閉鎖場所４００などの比較的小さな閉鎖場所では、バ
リア４２０が軌道２０および６０を切断して短縮する前に、ゼロでないサイドスピン角度
２３および６３が軌道２０および６０に影響を及ぼすほどの広さがが十分にない可能性が
ある。
【００３６】
　それに従って、ゴルフボール打撃能力は、１つまたは複数のゴルフボールを打って、１
つまたは複数のゴルフボールに軌道を伝え、それらの打撃と関連付けられた様々なゴルフ
スイングパラメータを測定することによって特性評価することができる。いくつかのゴル
フスイングパラメータは、ゴルフクラブヘッドまたはゴルフボールと関連する距離、速度
、運動量または運動エネルギーなどの軌道規模と関連付けることができる。他のゴルフス
イングパラメータは、距離と関連する角度、目標軌道に対するオフライン角度またはサイ
ドスピン角度など、軌道の方向または所望のもしくは目標軌道に対する軌道のオフライン
（すなわち、誤差）部分と関連付けることができる。これらの測定値に基づいて、軌道規
模比率および軌道オフライン比率を確立しまたは計算することができる。次いで、軌道規
模比率から軌道オフライン比率を差し引くことによって、または、軌道規模比率に軌道オ
フライン比率を乗ずることによって（０～１の範囲で構成される軌道オフライン比率の場
合）など、軌道オフライン比率に基づいて軌道規模比率を低減することによって、ゴルフ
ボール打撃能力特性評価を得ることができる。
【００３７】
　例えば、ゴルフコース１００、ドライバーショット距離２００および第１の閉鎖構造３
００など、打ったゴルフボールの全軌道を包含できるほど物理的に十分長距離にある場所
では、１つまたは複数のゴルフボールを打って、図１～１０で描写されるような第１の実
際の距離２４および第２の実際の距離６４と同様に、各打撃から結果として得られる実際
の距離を測定することができる。また、図１～１０で描写されるような第１の実際の角度
２５および第２の実際の角度６５と同様に、実際の距離の各々と関連付けられた実際の角
度も測定することができる。次いで、測定されたオフライン比率によって低減する際、軌
道規模比率を測定された実際の距離と関連付けることができる。
【００３８】
　第２の閉鎖構造４００など、打ったゴルフボールの全軌道を包含できるほど物理的に十
分長距離にない場所では、ゴルフボール打撃によって達成される実際の距離および実際の
角度は、測定することはできない。しかし、場所が打ったゴルフボールの全軌道を包含で
きるほど物理的に十分長距離にあるかどうかに関わらず、他のパラメータは利用可能であ
り得る。例えば、第２の閉鎖構造４００においては、測定デバイス４６０は、ゴルフクラ
ブヘッド速度やゴルフボール速度を測定することができ、オフライン角度やサイドスピン
角度を測定することもできる。次いで、これらの測定値を使用して、軌道規模比率および
軌道オフライン比率を確立または計算することができる。
【００３９】
　軌道規模比率は、ゴルフボール速度に対するゴルフクラブヘッド速度の比率を含み得、
ゴルフスイングの「強打比率（ｓｍａｓｈ　ｆａｃｔｏｒ）」と呼ばれる場合がある。比
率を既知のまたは基準軌道規模で除することによってなど、この比率は既知のまたは基準
軌道規模に対して正規化することができる（すなわち、基準「強打比率」）。また、比率
に軌道規模倍率を乗ずることによってなど、比率は、軌道規模倍率によって修正すること
もできる。いくつかの実施形態では、比率は、基準軌道規模に対して正規化することも、
軌道規模倍率によって修正することも両方行うことができる。例えば、基準軌道規模は、
ＰＧＡツアーゴルファーの平均「強打比率」などのＰＧＡツアーゴルファー特有の「強打
比率」など、あるレベルの打撃能力と関連付けられた軌道規模であり得る。それに加えて
、軌道規模倍率は、個別の整数をもたらすことができるほど十分高い数値であると同時に
、管理できるほど十分小さい整数をもたらすことができるほど十分低い数値であり得、１
０～１０００の数値がその例であり、１００が特に適切な数値である。
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【００４０】
　軌道オフライン比率は、サイドスピン角度とオフライン角度との和を含み得る。この和
においては、サイドスピン角度またはオフライン角度は、倍率によって修正することがで
き、サイドスピン角度またはオフライン角度は、三角関数によって修正することができる
。いくつかの実施形態では、サイドスピン角度にサイドスピン倍率を乗ずることができ、
オフライン角度は、三角関数によって修正することができる。例えば、サイドスピン倍率
は、０．００１～０．０１の数値であり得、０．００７が特に適切な数値である。それに
加えて、オフライン角度は、オフライン角度の正弦値となるように、正弦三角関数によっ
て修正することができる。
【００４１】
　その後、軌道オフライン比率は、軌道オフライン倍率によって修正することができ、軌
道オフライン倍率は、１０～１０００の数値であり得、１００が特に適切な数値である。
その上、軌道規模比率から軌道オフライン比率を差し引くことによって、軌道オフライン
比率に基づいて軌道規模比率を低減する代わりに、軌道規模比率から軌道オフライン比率
の絶対値を差し引くことができる。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、軌道規模比率および軌道オフライン比率は、ゴルフクラブヘ
ッド速度、ゴルフボール速度、サイドスピン角度およびオフライン角度の複合値に基づい
て、確立または計算することができる。例えば、図１４で描写されるように、複数のゴル
フボール打撃は、複数の軌道２０ａ、２０ｂ、２０ｃおよび２０ｄを生み出すことができ
る。軌道２０ａ～２０ｄの各々は、ゴルフクラブヘッド速度、ゴルフボール速度、サイド
スピン角度、および、目標軌道１４０に対するオフライン角度を有するものとして測定す
ることができ、その各々は、残りの軌道２０ａ～２０ｄと関連付けられた他の対応する測
定値と異なり得る。複数の軌道にわたるそのような測定値に対する複合値は、算術または
幾何平均、中央値、最頻値または他の統計的に導出された値であり得る。例えば、複合値
は、複数の軌道に対する特定の測定値の平均値であり得る（これらの複合値を計算する際
、様々な異常値は、無視することができる）。
【００４３】
　あるいは、軌道規模比率および軌道オフライン比率は、個々のゴルフ打撃に基づいて確
立または計算することができ、その各々は、ゴルフクラブヘッド速度、ゴルフボール速度
、サイドスピン角度およびオフライン角度を有するものとして測定される。次いで、ゴル
フボール打撃能力は、各ゴルフ打撃と関連する軌道規模比率および軌道オフライン比率に
基づいて特性評価することができる。その後、算術または幾何平均、中央値、最頻値また
は他の統計的に導出された値などの複合ゴルフボール打撃能力を特性評価することができ
る。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、ゴルフボール打撃能力の特性評価は、ゴルフボール打撃能力
評価であり得る。ゴルフボール打撃能力評価（ＢＳＴＡＲ）は、軌道規模比率（ＴＦＭ）
と軌道オフライン比率（ＴＦＯ）とを少なくとも含み得る。軌道規模比率から軌道オフラ
イン比率の絶対値を差し引くことによって（ＴＦＭ－ＡＢＳ［ＴＦＯ］）など、軌道規模
比率は、軌道オフライン比率によって低減することができる。軌道規模比率は、ゴルフボ
ール速度に対するゴルフクラブヘッド速度の比率を含み得、それは、上記で説明されるよ
うな「強打比率」（ＳＦまたはｖｃｌｕｂ－ｈｅａｄ／ｖｇｏｌｆ－ｂａｌｌ）であり得
、両方とも、基準軌道規模に対して正規化することができ、それは、上記で説明されるよ
うな基準「強打比率」（ＳＦｒｅｆまたはｖｃｌｕｂ－ｈｅａｄ－ｒｅｆ／ｖｇｏｌｆ－

ｂａｌｌ－ｒｅｆ）であり得、軌道規模倍率（ＣＭ）によって修正することができる。軌
道オフライン比率は、サイドスピン倍率（Ｃｓｉｄｅ－ｓｐｉｎ）によって修正されたサ
イドスピン角度（Ａｓｉｄｅ－ｓｐｉｎ）と、ゴルフボールの軌道のオフライン角度の三
角関数（ｆｔｒｉｇ［Ａｏｆｆｌｉｎｅ］）との和を含み得、その和は、軌道オフライン
倍率（ＣＯ）によって修正することができる。ゴルフボール打撃能力評価を決定する際、
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ゴルフクラブヘッド速度、ゴルフボール速度、サイドスピン角度またはオフライン角度の
いずれも、単一の測定値、または、複数の測定値に基づく複合値であり得る。
【００４５】
　すなわち、ゴルフボール打撃能力評価は、以下のように表すことができる。
ＢＳＴＡＲ＝ＴＦＭ－ＡＢＳ（ＴＦＯ）
式中、軌道規模比率および軌道オフライン比率は、以下のように表すことができる。
ＴＦＭ＝（ＣＭ）×（ＳＦ／ＳＦｒｅｆ）
ＴＦＯ＝（ＣＯ）×（［Ｃｓｉｄｅ－ｓｐｉｎ×Ａｓｉｄｅ－ｓｐｉｎ］＋［ｆｔｒｉｇ

（Ａｏｆｆｌｉｎｅ）］）
【００４６】
　いくつかの例示的な実施形態では、上記の値は、数値の例示的な範囲内に含めることが
でき、特に適切な数値であり得る。軌道規模倍率（ＣＭ）は、１０～１０００の数値であ
り得、１００が特に適切な数値である。軌道オフライン倍率（ＣＯ）は、１０～１０００
の数値であり得、１００が特に適切な数値である。サイドスピン倍率（Ｃｓｉｄｅ－ｓｐ

ｉｎ）は、０．００１～０．０１の数値であり得、０．００７が特に適切な数値である。
それに加えて、オフライン角度の三角関数（ｆｔｒｉｇ）は、正弦三角関数であり得る。
【００４７】
　従って、例示的なゴルフボール打撃能力評価は、以下のように表すことができる。
ＢＳＴＡＲ＝ＴＦＭ－ＡＢＳ（ＴＦＯ）
式中、例示的な軌道規模比率および例示的な軌道オフライン比率は、以下のように表すこ
とができる。
ＴＦＭ＝（１００）×（ＳＦ／ＳＦｒｅｆ）
ＴＦＯ＝（１００）×（［０．００７×Ａｓｉｄｅ－ｓｐｉｎ］＋［ｓｉｎ（Ａｏｆｆｌ

ｉｎｅ）］）
 
【００４８】
　ゴルフボール打撃能力を特性評価する関連方法は、（ａ）１つまたは複数のゴルフ打撃
を実行する工程と、（ｂ）ゴルフクラブヘッド速度、ゴルフボール速度、サイドスピン角
度およびオフライン角度を決定するため、１つまたは複数のゴルフ打撃の各々を測定する
工程と、（ｃ）ゴルフクラブヘッド速度、ゴルフボール速度、サイドスピン角度またはオ
フライン角度の各々に対する単一の値または複合値を使用して、軌道規模比率および軌道
オフライン比率を計算する工程とを含み得る。次いで、ゴルフボール打撃能力の特性評価
は、軌道オフライン比率によって低減させた軌道規模比率であり得る。
【００４９】
　ゴルフボール打撃能力を特性評価するためのシステムは、多くのコンポーネントを含み
得る。そのようなシステムは、打ち上げモニタ、打ち上げモニタを含むデバイスまたはカ
メラなどの打ち上げモニタとして効果的に機能するデバイスなど、ゴルフクラブヘッド速
度、ゴルフボール速度、サイドスピン角度およびオフライン角度に関連する測定値を得る
ための少なくとも１つの自動測定デバイスを含み得る。また、複数のゴルフ打撃パラメー
タ値を格納するためのデータベースも含めることができる。また、そのようなシステムは
、自動測定デバイスによって取られた測定値に基づいて、ゴルフクラブヘッド速度、ゴル
フボール速度、サイドスピン角度およびオフライン角度に対する値を決定するための決定
デバイスも含み得る。また、決定された値に基づいて、軌道規模比率および軌道オフライ
ン比率を計算するための計算デバイス、ならびに、軌道オフライン比率に基づいて、軌道
規模比率を低減するための低減デバイスも含めることができる。また、そのようなシステ
ムは、低減させた軌道規模比率を出力するための出力デバイスも含み得る。
【００５０】
　それに加えて、これらのデバイスのうちの２つ以上は、物理的リソースを互いに共有す
ることができる。例えば、いくつかの実施形態では、測定値に基づいて値を決定するため
のデバイスは、測定値を得るための測定デバイスとともに物理的に実装し、同測定デバイ
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スとリソースを共有することができる。あるいは、値を決定するためのデバイスは、測定
デバイスから物理的に切り離して、同測定デバイスから入力を受信することができる。さ
らなる例として、いくつかの実施形態では、値を決定するためのデバイスは、例えば、計
算デバイス、低減デバイスまたはその両方とともに物理的に実装し、同デバイスとリソー
スを共有することができる。
【００５１】
　ゴルフ技能の測定値として、上記で説明されるものなどのゴルフボール打撃能力評価は
、ハンディキャップ数など、ゴルフ技能の他の測定値より多くの利点を有し得る。ハンデ
ィキャップ数を用いると、例えば、様々なホールの個々の基準打数値に対するゴルファー
の実績は、ゴルファーの試合に影響を及ぼし得るすべての変数に必ず関連し、これらの変
数は、技能に関連する変数を含むが、基準打数に対するゴルファーの実績が測定される、
一時的な環境変数（天気など）および特定の物理的環境に関連する変数（すなわち、ゴル
フコースまたはゴルフコースのホール）も含む。それに従って、２つのハンディキャップ
値は２セットの異なる条件下で取られたデータを反映し得るため、２つの値の比較は、荒
いものであるか、またはそうでなければ、不正確なものであり得る。対照的に、ゴルフボ
ール打撃能力評価を決定する過程において収集されたデータは、非常に細かいレベルで有
利には制御することができ、使用されたゴルフボールおよびゴルフクラブなどの変数に始
まり、データの収集に使用された空間の温度および湿度に至るまで続く。
【００５２】
　それに加えて、基準打数は、比較的荒削りな値、すなわち、比較的低い数値である。そ
れに従って、基準打数に対する実績も、比較的荒削りなものである。他方では、ゴルフボ
ール打撃能力評価は、様々な倍率を調整することによって、ならびに、実質的に同様の制
御された条件下でゴルフスイングおよびゴルフボール打撃の統計的に重要なセットにわた
ってデータを収集することによって、有利には非常に正確に決定することができる。
【００５３】
　その上、基準打数に対する実績は、自己決定し、自己報告できるため、ハンディキャッ
プは、実績データを収集して集計する者の技能や精励次第で、不完全または不正確になり
やすい場合がある。対照的に、ゴルフボール打撃能力評価は、有利には十分制御すること
ができ、客観的に収集されて処理されたデータに依存して得ることができる。
【００５４】
　その上、比率を既知のまたは基準軌道規模で除することによって（すなわち、ＰＧＡツ
アーゴルファー特有の「強打比率」など、上記で説明されるような基準「強打比率」）な
ど、ゴルフボール速度に対するゴルフクラブヘッド速度の比率（すなわち、上記で説明さ
れるような「強打比率」）を正規化すると、ゴルフクラブヘッド速度は、ゴルフボール打
撃能力評価への寄与因子として損なわれ得る。その結果、ゴルファーのゴルフボール打撃
能力評価は、有利には、ゴルファーが潜在的打撃能力を最大化する範囲または程度の向上
された評価基準となり得る。すなわち、ゴルフボール打撃能力評価は、ゴルファーがヒッ
トしているかどうかや、ヒットできるかどうかを評価する際、または、ヘッド速度とは無
関係に、ゴルファーがどれほどうまくボールを打つかを評価する際に役立ち得る。
【００５５】
　決定された時点で、ゴルフボール打撃能力評価は、様々な場面で使用することができる
。ゴルフボール打撃能力評価は、２人のゴルファーの実績を直接比較するために使用する
ことができる。例えば、プレーヤー能力評価は、ゴルフクラブヘッド速度で除したドライ
バー距離（実際の距離など）を含み得、それにゴルフボール打撃能力評価を乗ずることが
できる。
【００５６】
　また、ゴルフボール打撃能力の特性評価およびゴルフボール打撃能力を特性評価する方
法は、特定のゴルファーに適切であり得る様々なゴルフ用品を選択する方法においても役
立ち得る。例えば、特定のゴルファーに対するゴルフボール打撃能力評価は、第１のゴル
フクラブによって第１のゴルフボールに伝えられた第１の軌道に対して、および、第２の
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ゴルフクラブによって第２のゴルフボールに伝えられた第２の軌道に対して、別々に決定
することができる。その後、第２の軌道に対して決定された打撃能力評価が第１の軌道に
対して決定された打撃能力評価より低い場合、ゴルファーのために、第１のゴルフボール
または第１のゴルフクラブのいずれか一つを選択することができる。あるいは、第２の軌
道に対して決定された打撃能力評価が第１の軌道に対して決定された打撃能力評価以上で
ある（すなわち、それより高いかまたはそれに等しい）場合、ゴルファーのために、第２
のゴルフボールまたは第２のゴルフクラブのいずれか一つを選択することができる。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、第１の軌道および第２の軌道と関連付けられたゴルフ用品の
うちの１つは、同じであり得る。例えば、第１のゴルフクラブと第２のゴルフクラブは同
じであり得る（それらはあらゆる点で同じ用品であるか、または、同じもしくは実質的に
同じ製造元およびモデルの用品の異なるコピーであり得ることを意味する）。そのような
実施形態では、第１の軌道に対する打撃能力評価と第２の軌道に対する打撃能力評価との
比較は、第１のゴルフボールまたは第２のゴルフボールの選択を決定することができる。
あるいは、第１のゴルフボールと第２のゴルフボールが同じ場合、第１の軌道に対する打
撃能力評価と第２の軌道に対する打撃能力評価との比較は、第１のゴルフクラブまたは第
２のゴルフクラブの選択を決定することができる。
【００５８】
　また、ゴルフボール打撃能力評価は、シミュレートされたゴルフ試合における入力とし
て使用することもできる。図１５は、第２の閉鎖構造４００における第１のゴルファー１
０を描写する。第１のゴルファー１０は、ゴルフボール目掛けてゴルフクラブをスイング
しようとしている。ここで、第１のゴルファー１０は、バリア４２０上に映し出されたイ
メージ４３０に狙いを定めており、バリア４２０は、ネットとスクリーンの両方として使
用されている。イメージ４３０は、ゴルフコース１００のフェアウェイ１１０上の目標ス
ポット１５０をシミュレートした描写である。測定デバイス４６０は、第１のゴルファー
１０によって行われたスイングを測定し、処理システム４７０に測定情報を送信するよう
に配置され、処理システム４７０は、スイングについての情報と第１のゴルファー１０に
対するゴルフボール打撃能力評価についての情報の両方を使用して、結果をシミュレート
する。
【００５９】
　例えば、第１のゴルファー１０は、スイングしてゴルフボールを打ち、バリア４２０に
向けてゴルフボールをヒットし、ゴルフボールに軌道を伝えることができる。測定デバイ
ス４６０は、軌道の角度などの軌道と関連付けられたパラメータを測定することができ、
それらのパラメータ測定値と組み合わせて、第１のゴルファー１０に対するゴルフボール
打撃能力評価に基づいて、シミュレートされた停止スポットを決定することができる。次
いで、イメージ４３０を修正して、決定されたシミュレート済みの停止スポットを反映す
ることができ、第１のゴルファー１０は、さらなるスイングを続けることができる。この
ように、１人または複数人のゴルファーによって、ゴルフコース１００または他の任意の
ゴルフコース上で、シミュレートされたゴルフ試合を行うことができる。
【００６０】
　その上、その代替として、イメージ４３０は、ゴルフコース以外の場所で目標スポット
をシミュレートした様々な描写のいずれかであり得る。例えば、図１６で描写されるよう
に、第１のゴルファー１０は、ゴルフボール目掛けてゴルフクラブをスイングしようとし
ているが、イメージ４３０は、非ゴルフコース環境を描写している。
【００６１】
　また、ゴルフボール打撃能力評価は、１つのゴルフバッグ中で利用可能な広範囲のゴル
フクラブにおける各クラブなど、広範囲のクラブのうちの各クラブに対応して、ゴルファ
ーに対して決定することもできる。すなわち、複数のゴルフクラブのうちの各々がゴルフ
ボールに当たりボールに軌道を伝える、１つまたは複数のゴルフ打撃を実行することがで
きる。その後、複数のゴルフクラブのうちの各々について、ゴルフボール打撃能力評価を
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決定することができ、ゴルフボール打撃能力評価は、単一のゴルフ打撃に基づくか、また
は、複数のゴルフ打撃に基づく複合であり得る。
【００６２】
　あるいは、広範囲のゴルフクラブは、部分範囲に分類することができ、ゴルフボール打
撃能力評価は、広範囲のゴルフクラブのうちの各々の部分範囲に対応して、ゴルファーに
対して決定することができる。例えば、１つのゴルフクラブバッグ中の広範囲のゴルフク
ラブは、ウッド、ロングアイアンおよびショートアイアンなどの部分範囲に分類すること
ができ、広範囲のクラブのうちの各々のクラブがゴルフボールに当たりボールに軌道を伝
える、１つまたは複数のゴルフ打撃を実行することができる。その後、広範囲のゴルフク
ラブのうちの各々の部分範囲に対して、ゴルフボール打撃能力評価を決定することができ
、ゴルフボール打撃能力評価は、特定の部分範囲内のゴルフクラブの複数のゴルフ打撃に
基づく複合であり得る。
【００６３】
　ゴルフボール打撃能力評価が決定された時点で、ゴルフボール打撃能力評価をカテゴリ
またはグレードのスケールと比較し、評価をカテゴリまたはグレードと関連付けることが
できる。次いで、ゴルファーは、関連付けられたカテゴリまたはグレードを使用して、ゴ
ルファーの実績の向上に適切な用品を選択することができる。カテゴリまたはグレードは
、ほんの２種または３種であることも、５種または１０種にまで及ぶこともあり得る。カ
テゴリまたはグレードは、例えば、５０～１２５のゴルフボール打撃能力の全範囲内に収
めることができ、カテゴリまたは範囲間の境界は、全範囲を通じて均等に分配することが
できる。５種のカテゴリまたはグレードを含む例示的な実施形態では、第１の境界は、８
０～１００の数値であり得、第２の境界は、７０～９０の数値であり得、第３の境界は、
６０～８０の数値であり得、第４の境界は、５０～７０の数値であり得る。
【００６４】
　例えば、第１の境界は９０であり得、第２の境界は８０であり得、第３の境界は７０で
あり得、第４の境界は６０であり得る。カテゴリまたはグレードのスケールは、順に、９
０を上回るゴルフボール打撃能力評価の第１の範囲、９０～８０の第２の範囲、８０～７
０の第３の範囲、７０～６０の第４の範囲および６０を下回る第５の範囲を含み得る。次
いで、広範囲のクラブ内の１つのクラブまたは広範囲のクラブ内の部分範囲のクラブに対
して少なくとも１つのゴルフボール打撃能力評価が決定されたゴルファーは、そのクラブ
または部分範囲のクラブを用いたゴルファーの実績の向上に適切なものとしてカテゴリま
たはグレード別に指定された用品のうちの一品（クラブまたはボールなど）を選択するこ
とができる。
【００６５】
　より具体的には、ゴルファーは、ゴルファーの試合の改善に適しそうな、寛容特性など
、ある特性を有する用品のうちの一品を選択することができる。高いゴルフボール打撃能
力評価を有するゴルファーは、高度のスイング制御を有するゴルファーの利益のために設
計されたゴルフクラブまたはゴルフボールなど、寛容性の低い用品の使用を通じて、実績
を向上することができる。しかし、そのような用品は、すべてのゴルファーの実績を向上
させるわけではない。寛容性の低い用品をそれに従って利用できない低度のスイング制御
を有するゴルファーに対しては、その実績は低下する可能性さえある。１つまたは複数の
ゴルフボール打撃能力評価のカテゴリまたはグレードを考慮すると、ゴルフボール打撃能
力評価は、ゴルファーが最も利益が得られそうなそれらのゴルフクラブおよびそれらのゴ
ルフボールを選択することを支援するために有利には使用することができる。
【００６６】
　本発明の様々な実施形態について説明してきたが、説明は、限定よりむしろ例示を意図
するものであり、当業者であれば、本発明の範囲内にあるさらに多くの実施形態や実装形
態が可能であることが明らかであろう。それに従って、添付の特許請求の範囲およびそれ
らの均等物を踏まえること以外、本発明は制限されるものではない。また、添付の特許請
求の範囲内で、様々な修正や変更を行うことができる。
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